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Abstract：In　order 　to　investigate　the　thermal　comfort 　ofoffice 　workers ，　a　series 　of 丘eld 　measurement 　in　omces 　was 　cε  ed

out 丘om − r　of 　201ho 　next 　s… We 　meas 肛 ed　air　tempera鯲 es，　 relative 　 humidities，　 air　velocites ，　globe
temperatures　in　all　seasons ，　The　questio  aire　 survey 　on 　the　workers 　was 　also 　carried 　out 　to　evaluate 重he　 effect 　 of 　the

the  al　environment ．　As 　a　result，　the　office　room 　temperatUres　and 　relative 　humidities　in　the　summer 　of 　2011　were 　higher

血跏 about 　l℃ ・10％ 血 s… of 　2012．　 The　workers 　felt　warm 　at 　27℃ more 血 止。　summer 　of 　2012 ，　and 　then　they

voted 飆 work 　did　not 　pro 創 ess ．　However，　in　the　summer 　of 　20　1　1血ey 　did　not 　report 　almost 　that　work 　did　not 　proceed．

Key 　wor 己 s： o 茄 ce 、　 field　measurement 、　 thermal　environment 、　 thermal　comfort

要旨 ：本 研 究 の 目的 は、オ フ ィ ス 空 間 に お い て 省 エ ネ ル ギーか つ 快適 な 温 熱環境を作 り出すた め に、実際 の オ フ

ィ ス に て 実測調査及び 執務者 に ア ン ケ
ー

トを実施 し、執務者 の 温 熱的快適性 を検討 す る こ とで あ る 。 オ フ ィ ス 6

ヶ 所に て 、2011 年 12 月〜2012年 3 月 に 温 湿 度
・風 速

・グ ロ
ーブ 温度の 実測調査及び 、執務者 に 温熱環境評価 ア

ン ケ
ー

トを実施 し た。そ の 結果 、2011 年 は 2012 年 と比 較 して 執 務 中の 夏 の 室 温 が 約 1℃ −10％ 高 か っ た。執務者

は 2012 年夏は 27℃ 以上 に な る と暑い 側 の 申告が 増加 し、不 快で 仕 事が は か ど らない と申告 したが 、2011 年 は仕

事が は か ど らな い と言 う申告 は ほ とん ど見 られ な か っ た。

キーワード ：オ フ ィ ス 、実 測調査 、温 熱環境、温 熱的快適性

1．はじめ に

　震災 と原子力発電所事故 の 影響 で 、2011年 は 省電力

の 取 り組 み と して 冷暖房の 使用 制 限 が 行 わ れ、関東 地

方 で は 電力削減 目標 が 設定 され 積極的な節電が 行 わ れ

た 。
2012 年夏期 にお い て は 関東 地方 で は節電 は緩和 さ

れた 状況 に あ っ た。こ の た め、2011 年 と 2012年 とで 省

エ ネル ギー意識 に 差 異 が 認 め られ 、オ フ ィ ス 温 熱 環境

が 異 な る と考 え られ る。

　そ こ で、温 熱 環 境 と執 務者 の 作 業 効 率 等 の 環 境 を確

保 しつ つ 、省エ ネル ギー
か つ 快適な温 熱環境を作 り出

す こ とを 目的 と し、前 報の 夏期（古川 ら，2012）、冬期 （

古川 ら、2012） に 引き続き、東京 の 実際の オ フ ィ ス に

て 2 年間に わ た っ て 温 熱環境温 熱環境 の 実測調 査 を行

い 、温 熱環境の 変動 と エ ネル ギー
使用量 お よび 執務者

の 温 熱的快適性を検討 し た。本報 で は 1 年間に わた る

温 熱環境の 変化 と、2 年間 の 夏の 執務者 の 環境評価 に つ

い て 報告す る。

2 ．方法

2．1 温熱環境実測調査 ：

　実 測調査 場所概要 を Table　 1 に 、実測調 査 測 定項 目

を Table　2 示 す。調 査 は 前 報 の 6 オ フ ィ ス の うち の 1

室 にお い て 、ほ ぼ 同様 の 方法 で約 2 年 にわた り計測 し

た。計測項 目は既 報 と同 様 室 温 、相 対 湿 度 グ ロ
ーブ 温

度、空調 室 内機 の 吹出
・
吸込 口 温度、人 体周囲温 湿度（

高 さ ：0．7m）を 10 分 間 隔 で 連 続 的 に計 測 して い る。測

定 した。気 流速度等 は 、温 湿 度計回 収 日に 測定 した。

2．2ア ン ケート調査 ：

　 ア ン ケ
ー

ト調査概要を Table3 に示 す。温熱環 境評 価

ア ン ケートは 、調査 期間中の 任意の 3〜5 目を選 び 、任

意 の 時 間 に回 答 させ 、そ の 時 の 執務者 の 温熱環境 （人

周囲温湿度等） との 関係 を検討 した 。 回 答者は 2 年 間

ほ ぼ同 じで通 常 の デ ス ク ワ
ーク 中に答 えた。着衣は ISO

9920（ISO，2007）を用 い て推 定 し算出 した。
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　　　　　　　　3 ．結果及び考察

3．1 温 熱 環 境 実 測調 査 結果

　図 1 に 実測期間中の 平 日の 執務時 間 （9 ： 00〜17 ： 00）

の デ ス ク横 の 温 湿 度 の 平均 値 を 月別 に示 す。最 も低 温

で あ っ た の は 、3 月 で 22．35℃ ・37％ で 、高 温 で あ っ た

の は、20n 年 の 8 月 で 28．72℃ ・60．70％で 、2012年 の

27．86℃ ・54．　76％に 比 べ 、約 1℃ 高 か っ た。外気 温 は

2012 年の 方が 約 2℃ 高 い こ と を 考慮す る と、2011 年の

節電傾向が窺われ る。平面 分布や垂直分布を比 較 し て

も、2011年は 2012 年 に比 べ 約 1℃高温 に調節され て い

が 、（久保 2013 ）制御方 式 に よ る違い に よ り電 力 量 は

2012年 の 方 が少 な か っ た。（杉崎 2013）

3．2 温 熱的快適性

　図 3 周囲気 温 と温 冷感 の 関係 を 示 す。2011 年夏は 、

気温 の 幅 が狭 く涼 し い 側 の 申告が 少なく相関が 認め ら

れ な か っ た が、2012 年夏は 若 干、周囲気 温 が 高 くな る

と暖か い 側の 申告が 得 られ、室 温 27℃ 付近で 中性申告

が み られ る と考えられ る。着衣量も若干多くな っ た。

　図 4 に 2011 年夏期 と 2012 年の 温 冷感 と快適 感 の 、

図 5 に 快適感 と仕事 効率 申告 の 関係 を 示 す。2011 年 夏

期、2012 年夏期 と も に涼 しい 側で ある ほ ど快適 で 2011

年の 方 が 相関が 強か っ た が、仕事 効率 申告 で は、2012

年 夏 期 は、快 適 で あ る ほ ど 「仕 事 が は か ど る」 と申 告

され た。
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表 1　 調 査オ フ ィ ス の 概要

　　　　　　　　　　5．ま とめ

　 以 上、2011 年 夏 は震 災後 省 エ ネル ギ
ー

の 意識な どに

よ り、28℃ ・60％の 環 境 で 2012 年 よ り約 1 ℃ ・10％高

か っ た。2011 年 に は快適感 申告 と仕事 効率 申告 に 関連

が なか っ た が 、2012 年 は 関連性 が認 め られ、省エ ネ環

境 の 影響 が窺 われ た。

謝辞 ：実験 に ご協力頂 きま した 被験者の 皆様に 深 謝致 し ます。

　　　　　　　　　　 6 ，文献

ISO，20e7．　ISO　　992Q　　Ergonomics　　 of 　　 the　　 thermal

　 environment
−Estimation 　 of 　　thermal 　　insulation 　 and

　 evaporative 　 resistance 　of 　a 　clothing 　ensemble ．
古 川 雅 子 ら，2012．夏 期 の オ フ ィ ス 空 間 に お け る執 務者の 温 熱

　的快適性 に 関す る実測調査，日本家政学会 関西支部第 34 回

　研 究 発 表 会 　研 究 発 表 要 旨集

広さ 階 方位 位 空調機 吹き出しロ 環境評価申告時期 環境評価申告

目標温度・28℃
全台運転

2011〃 〆匸9〜2011〃 〆23

2011／8〆1〜2D11〆8／5

男性7名
女性2名

東京都
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天井力セッ ト

13ヶ所
3系統制御
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2012〆1〆20噌2012〆3〆18 男性 4名

女性 1名

目標温度 28℃

間引き運転
2012〃〆5層2012〆9〆呂 男性 4名

女性 1名

表 2　測定項 目の 概要

測定項目 場所 測定機器 測定間隔

上 下 温 度分 布Z点一ユ点
01m．05m．「1m15m ．21m25m ．
相対湿度06m 、グロ

ー
ブ温度05m

小型デ
ー
タロガ

ー
TS−111213．IR−12拑 1410

分間隔

旧
吹出吸込口 温度 小型データロ ガー下S−11、12．1310 分間馬

皿
熱

環

境

空調室内機

人体周囲室内温涅度温湿度

気流速度．PMV
高さ0触付近 小型デ

ー
タ囗ガーrR・12匸31410 分間隔

執務者椅子 の 畿方 京都電 子 − 業ハM−101 実測時1分間隔

吹き出しロ 温度
・
気流分布 室内．吹き出し口 サ

ーモ カメラWS 一図 DOEX 実測時

日 常生活 行 動ア ンケート
荒隈の着衣 、脅 さ寒 さに 対する感 受刊 、霄が り寒 がり

か　コ・ア コン の 使用状況、匝動習慣など
陋時

心

理

反

応

温熱環境評緬 胤冷感 、快適 感，気流感 、放射感 、室慍評
実 測 日 中 3〜5日

その日の服装と体調 青衣辰，体1眉．執謗内容等
実測口中3〜5目

一
っ
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一一一
昼
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